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１．事業内容（特徴） 

 

日本・中国・ベトナムとグローバル展開を図っている当社は、ショベルカー

やブルドーザなど、地球規模で活躍する建設機械の動力源となる、ハーネスや

バッテリー等電装部品を生産・提供している会社です。  

 主要取引先の大手建設機械メーカーとそのグループに深く関わるほか、電

源・照明機器、太陽光・風力・水力発電システムの設計や、自社製品の開発に

も注力しています。  

 

 

２．計画の目的 

   

環境に配慮した事業活動を推進するための具体的手段及び推進体制を定め、

それに基づき温室効果ガスを削減することにより、地球の温暖化対策を推進し、

当社の「安全・品質・環境方針」を達成することを目的とします。 

 

 

３．計画の範囲 

 

  当社の本社事務所を対象とします。 

 

 

４．事務・事業から排出される温室効果ガスの主な原因 

 

①購入電力の使用（室内外の照明、OA 機器使用に伴う消費） 

②化石燃料の使用（冷暖房用灯油の消費、車両運行に伴うガソリン消費） 

 

 

５．基準年度（平成 24 年度）の CO2 排出状況 

 

 使用量 CO2 排出量 

電気 １０９，６６６ｋＷｈ ７０，２９６ｋｇ 

灯油 １５，５３９ ℓ    ３８，６９２ｋｇ 

CO2 排出量合計 １０８，９８８ｋｇ 



６．温室効果ガスの削減目標（期間 平成 25 年度から平成 29 年度の５年間） 

 

二酸化炭素排出量を１０８，９８８ｋｇから１０５，７１８ｋｇに 3％削減する。 

（内訳） 

電気使用量 ７０，２９６ｋｇ → ６８，１８７ｋｇ （3％削減） 

灯油使用量 ３８，６９２ｋｇ → ３７，５３１ｋｇ （3％削減） 

 

 

７．温室効果ガス削減に向けての主な対策 

 

①電気使用量の削減 

・非使用時、不要場所の消灯 

・クールビズ・ウォームビズの継続実施 

②灯油使用量の削減 

・冷暖房温度の適正化 

・冷暖房使用時間管理 

 

 

８．その他我が社の環境対策 

 

①紙使用量の削減 

・裏紙使用 

・ペーパーレスの推進 

②取り組み状況の確認 

・内部監査の充実 

・内部監査員の増員 
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９．計画の推進体制 

   

   ①推進体制 

（ISO14001 に準ずる） 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ②社員研修 

 

    環境教育・訓練は期首に副管理責任者が活動計画書を作成し、これに

基づいて計画的に実施しています。  

    教育内容は、内部監査員教育、ISO14001 規格教育、新入社員教育で実

施されています。 

 

 

 

 

以上 


